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１単元名

正の数.負の数の加法

２単元の目標

（１）具体的な場面を通して、正・負の数の加法の意味を理解することができる。

（２）加法の計算方法を、数直線を用いて考えることができる。

（３）２数の符号と絶対値に着目して加法の計算規則を理解し、それに基づいて加法の計算をすることが

できる。

３単元の評価規準

４単元について

小学校では、Ｏまたは正の数について、数直線上に表すことやその四則計算を学習している。中学校で

は、負の数を導入することにより、数の範囲を正の数、Ｏ、負の数まで拡張する。小学校ではｏは「無」

を意味していたが、正の数．負の数を導入するためには、ｏは「無」ではなく、ある基準の量を表してい

ることを意識する必要がある。よって、正の数の目盛りは原点を始点として右方向へ、負の数は左の方向

へとっていくことに留意する必要がある。

加法ではゲームを基にして、２回の移動の結果として意味づけている。しかし、学習が進むにつれて和

の求め方が能率化されていく。

最初は数直線上の点を動かして結果を求める。次に数をベクトルに置き換えて結果を求める。最後に２

数の符号と絶対値に着目して、２数の和を求めるといった段階を追って指導していく。

ア数学への関心.

意欲・態度

イ数学的な見方や考え方 ウ数学的な技能 エ数量や図形などに

ついての知識･理解

○正の数と負の数の加

法に関心をもち、その

意味や計算の方法を

考えたり、計算したり

しようとしている。

○カードゲームや数直線を

基にして、正の数と負の

数の加法の意味を考える

ことができる。

○２数の符号と絶対値に着

目して、正の数と負の数

の加法の計算の方法を帰

納的に見いだすことがで

きる ◎

○正の数と負の数

の加法の計算が

できる。

○正の数と負の数の加

法の意味と計算の方

法を理解している。








